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勤
務
先
の
倒
産
を
契
機
に
、
１
９
７
　

３
年
２
月
、
小
松
昭
夫
氏（
現
・
代
表

取
締
役
）が
28
歳
の
時
、
弟
・
光
雄
氏

（
現
・
常
務
取
締
役
）と
２
人
の
就
職
支

度
金
30
万
円
を
元
手
に
、
20
万
円
を
工

具
箱
、中
古
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
購
入
と
、

仕
事
場
に
す
る
た
め
自
宅
納
屋
の
改
装

に
あ
て
、
残
っ
た
10
万
円
と
共
同
磁
石

式
置
型
電
話
1
台
で
ポ
ン
プ
修
理
、
電

装
品
組
立
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
秋

に
は
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。
限
り

な
く
脆
弱
で
、
波
乱
に
満
ち
た
創
業
と

な
っ
た
。

紆
余
曲
折
を
経
て
、
配
電
盤
ロ
ー
カ

ル
企
業
と
し
て
軌
道
に
乗
る
も
、
電
気

工
事
業
界
ぐ
る
み
の
過
酷
な
い
じ
め
に

遭
い
、
業
種
転
換
。
１
９
８
１
年
、
社

是「
社
業
を
通
じ
て
社
会
に
喜
び
の
輪

を
広
げ
よ
う
」
を
定
め
、
後
に
経
営
理

念「
お
も
し
ろ
、
お
か
し
く
、
た
の
し

く
、
ゆ
か
い
に
」、
行
動
指
針「
三
方
良

し
、
後
利
」
を
追
加
し
、
今
日
の
流
れ

を
生
み
出
し
た
。

「
社
会
問
題
が
経
営
資
源
。
経
営
と

は
問
題
を
①
す
ぐ
解
決
で
き
る
も
の

（
改
善
）②
解
決
で
き
る
が
諸
般
の
情
勢

を
考
え
今
は
置
い
て
お
き
、
短
い
ス
パ

ン
で
解
決
す
る
も
の（
改
革
）③
解
決
を

諦
め
、
棚
上
げ
す
る
も
の
、
の
３
つ
に

分
け
、
人
類
の
特
性
と
地
政
学（
歴
史
）

を
学
び
、
時
代
の
流
れ
を
読
み
、
棚
上

げ
し
た
問
題
を
組
合
せ
、
順
序
を
踏
ん

で
、
情
報
技
術
の
進
化
に
よ
る
価
値
観

の
変
化
の
流
れ
を
捉
え
、
仕
掛
け
て
待

つ
こ
と
で“
問
題
を
活
か
し
大
き
な
価

値
を
生
み
出
す
”
こ
と
が
で
き
る（
革

命
）。
ヨ
ー
ゼ
フ
・シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が

1
0
0
年
前
に
提
唱
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン（
新
結
合
）が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く

る
」と
小
松
社
長
。

同
社
・
研
究
所
は
、「
h
a
p
p
y 

g
a
t
e
門
番
」
を
核
に
し
た
各
種
製

造
サ
ー
ビ
ス
業
の
環
境
革
命
と
、
あ
ら

ゆ
る
水
の
情
報
管
理
制
御
シ
ス
テ
ム
、

そ
し
て
平
和
事
業
の
３
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。

島
根
県
八
雲
村

（
現
・
松
江
市
八

雲
町
）で
生
ま
れ

た
水
の
情
報
事
業

は
、
世
界
で
初
め

て
携
帯
電
話
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機

能
が
つ
い
た
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
・
i
モ

ー
ド
の
発
売
と

２
０
０
０
年
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
発
表
さ

れ
た
e
—
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想
を
機
に
、

出
雲
市
か
ら
全
国
展
開
が
始
ま
っ
た
。

ク
ラ
ウ
ド
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
先
駆
け
、
広
域

ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
管
理
を
目
指
し
、
オ

ー
プ
ン
言
語
Ｒ
Ｕ
Ｂ
Ｙ
で
構
築
さ
れ

た
水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム「
や
く
も

水
神
」
は
、
４
６
０
自
治
体
、
１
万

施
設
で
使
わ
れ
、
全
国
・
世
界
へ
本
格

的
に
羽
ば
た
く
日
が
近
づ
い
て
い
る
。

２
０
１
０
年
、野
村
総
研
主
催「
N
R
I

未
来
創
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
2
0
1
3

年
、
国
交
省
に
よ
る
先
進
事
例
と
し
て

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
２
０
１
６
年「
ド

コ
モ
・
ク
ラ
ウ
ド
基
盤
」の
導
入
を
契
機

に
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
と
３
台
の

高
機
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
組
合
わ
せ

た
遠
隔
緊
急
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ
、

シ
ス
テ
ム
の
多
拠
点
化
を
目
指
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
推
移
は
ド
コ
モ
法
人
向

け
サ
イ
ト
で
も
二
度
に
わ
た
り
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

平
和
事
業（
人
間
自
然
科
学
研
究
所
）

は
、
事
業
が
生
ま
れ
た
日
本
国
・
出
雲

の
人
類
史
に
お
け
る
現
代
の
地
政
学
的

使
命
を
感
じ
、「
対
立
の
文
化
か
ら
共
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生
の
文
化
へ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
周

辺
諸
国
及
び
現
代
史
に
お
い
て
災
難
を

与
え
た
ア
ジ
ア
の
国
々
、
関
係
諸
国
と

の
信
頼
関
係
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構

築
に
努
め
て
き
て
い
る
。
北
東
ア
ジ
ア

は
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
・
原
子
力
発
電
所
を

始
め
、
竹
島
＝
独
島
、
慰
安
婦
、
強
制

労
働
、
日
本
海
＝
東
海
呼
称
等
の
問
題

が
重
な
り「
究
極
の
抑
制
さ
れ
た
対
立
」

が
続
い
て
い
る
が
、
小
松
社
長
は「
平

和
事
業
は
こ
の
対
立
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
か
し
た
究
極
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

と
定
義
し
て
い
る
。歴
史
を
受
け
止
め
、

共
感
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創
り
、

対
立
・
統
合
・
発
展
サ
イ
ク
ル
の
持
続
が

“
真
の
和
の
創
造
”で
あ
り
、
そ
の
入
口

は“
和
譲
※
１
”で
あ
る
と
い
う
。

環
境
事
業
で
は
、
世
界
で
初
め
て
マ

ー
ケ
ッ
ト
創
造
し
た
累
積
出
荷
台
数

16
万
台
の
高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
で

工
場
・
商
業
施
設
の
空
間
価
値
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
て
お
り
、
同
製
品
の
ブ
ラ

ン
ド
名
に
な
っ
て
い
る「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

ｇ
ａ
ｔ
ｅ
門
番
」
に
同
社
の
経
営
理
念

が
伺
え
る
。

１
９
９
１
年
中
小
企
業
研
究
セ
ン

タ
ー
賞
、
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
、

１
９
９
５
年
科
学
技
術
庁
注
目
発
明
選

定
証
、２
０
０
７
年
国
土
交
通
大
臣
賞
、

２
０
１
２
年
経
済
産
業
省
も
の
づ
く
り

日
本
大
賞
優
秀
賞
、
そ
の
他
国
内
外
で

数
々
の
賞
を
受
け
、
２
０
１
２
年
藍
綬

褒
章
を
受
け
て
い
る
。

0
か
ら
起
業
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た

要
因
と
し
て
、
著
名
企
業
の
門
番
カ

タ
ロ
グ
コ
ピ
ー
事
件
を
契
機
と
し
た

１
９
８
６
年
の
大
手
シ
ャ
ッ
タ
ー
メ
ー

カ
ー
と
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
提
携
、
10
年
後
の
一

方
的
解
約
。
市
場
創
造
者
と
い
う
立
場

か
ら
、
一
般
社
団
法
人
日
本
シ
ャ
ッ
タ

ー
・
ド
ア
協
会
要
請
に
よ
る
新
設
シ
ー

ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
委
員
会
初
代
委
員
長

（
10
年
間
）就
任
で
、
構
造
基
準
・
安
全

基
準
・
保
守
点
検
基
準
の
策
定
、
エ
コ

マ
ー
ク
取
得
等
が
あ
っ
た
。

「
や
く
も
水
神
」「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

ｇ

ａ
ｔ
ｅ
門
番
」
の
市
場
創
造
先
行
者
利

益
の
一
部
を
活
か
し
、
25
年
に
わ
た
る

平
和
事
業
創
造
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

構
築
の
準
備
を
し
て
き
た
小
松
社
長

は
、「
核
の
拡
散
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
爆
発
的
普
及
、
そ
し
て
一
国
で
は
ど

の
国
も
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
グ
ロ

ー
バ
ル
時
代
を
迎
え
、
人
類
史
的
転
換

点
に
お
け
る
敗
戦
国
・
加
害
側
で
三
大

核
大
国
の
中
華
人
民
共
和
国（
中
国
）、

ロ
シ
ア
連
邦（
露
国
）、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国（
米
国
）の
勢
力
が
均
衡
す
る
朝
鮮
半

島
の
対
岸
に
位
置
す
る
島
国
日
本
の
日

本
人
・
日
本
企
業
の
役
割
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
社
会
的
責
任
）か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｖ（
共
有
価

値
創
造
）、
そ
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｘ（
人
類
の
究

極
の
価
値
創
造
：
小
松
社
長
提
唱
）の
時

代
に
入
っ
た
。
今
日
、
朝
鮮
半
島
と
日

本
列
島
に
か
つ
て
な
い
ほ
ど
世
界
の
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
日
本
は
大
韓
民
国

（
韓
国
）・
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
共
和
国
）と
共
に
中
国
、
露
国
、
米
国

と
念（
お
も
）い
を
合
わ
せ
、
民
間
人
が

究
極
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）に
立
ち
上

が
れ
る
最
高
の
時（
天
の
時
・
地
の
利
・

人
の
和
）を
迎
え
て
い
る
」
と
言
う
。

２
０
１
３
年
、小
松
社
長
が「
1
0
0

年
間
の
世
界
の
平
和
事
業
家
20
人
」
に

選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
共
和
国
の
ミ

サ
イ
ル
・
核
問
題
、
中
国
・
習
近
平
主

席
の「
一
帯
一
路
」
構
想
な
ど
を
背
景

に
、
小
松
電
機
産
業
の
3
つ
の
事
業
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

「
何
か
、
と
ん
で
も
な
い
会
社
に
勤

め
て
い
る
気
が
し
て
き
ま
し
た
」。
ベ

テ
ラ
ン
社
員
の
一
人
が
ふ
と
も
ら
し
た

こ
ん
な
言
葉
が
、
小
松
電
機
産
業
の
今

を
物
語
っ
て
い
る
。

※
１「
和
譲
」＝
聖
徳
太
子
の「
和
を

も
っ
て
貴
し
と
な
す
」の「
和
」、
二
宮

尊
徳
翁
の「
推
譲
」の「
譲
」を
組
み
合
わ

せ
、
熊
野
大
社
前
宮
司
・
出
雲
大
社
教

前
管
長
・
千
家
達
彦
氏
が
お
つ
く
り
に

な
っ
た
造
語
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
・
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

概
念
発
表
を
契
機
に
、
小
松
昭
夫
社
長

が
お
許
し
を
得
て
意
味
付
け
を
し
た
。

３
つ
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー（
感
情
を
加

味
し
た
知
恵
、
使
命
、
会
話
力
）と
、

２
つ
の
ハ 

ー
ド
パ
ワ
ー（
集
団
組
織

力
、
道
理
を
実
現
す
る
た
め
の
方
便
）

か
ら
全
体
の
文
脈
の
中
で
生
ま
れ
る

力
。
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１
９
９
８
年
以
来
た
び
た
び
訪
れ
て

い
る
、
中
国
人
民
抗
日
戦
争
紀
念
館
で

開
催
さ
れ
る「
中
国
全
民
族
抗
戦
勃
発

80
周
年
紀
念
＆
国
際
二
戦
博
物
館
館
長

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
ご
招
待
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

世
界
は
国
家
間
の
せ
め
ぎ
合
い
と
地

域
格
差
、
情
報
・
物
流
革
命
と
地
球
温

暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
、
核
拡
散
等
が

複
雑
に
絡
ま
り
、
歴
史
的
大
変
動
期
に

突
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
既
存
の
枠
組
み
が
流
動
化
、
朝

鮮
半
島
、
日
本
列
島
、
沖
縄
諸
島
、
台

湾
諸
島
、
北
方
四
島
は
、
産
業
革
命
以

降
の
地
政
学
的
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
諸

問
題
に
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
共
和
国
）の
度
々
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
実

験
が
重
な
り
、
抑
制
さ
れ
た
究
極
の
対

立
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

我
々
の
智
恵
と
勇
気
が
試
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
８
９
５
年
に
来
日
さ
れ
た
孫
文

先
生
の
念（
お
も
）
い
を
現
代
に
よ
み

が
え
ら
せ
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
か

ら「
究
極
の
対
立
の
文
明
か
ら
共
生
の

文
化
」を
生
み
出
す
好
機
と
捉
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

１
９
３
７
年
７
月
７
日
の
盧
溝
橋
事

件
か
ら
80
年
、
大
き
な
災
難
を
与
え
た

加
害
国
・
敗
戦
国
日
本
の
子
孫
と
し
て
、

中
国
人
民
に
心
か
ら
の
謝
罪
と
周
恩
来

総
理
の
未
来
を
見
据
え
た
戦
後
の
対
応

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、
１
９
　

９
７
年
か
ら
世
界
の
戦
争
・
平
和
記
念

館
を
訪
問
、
学
習
・
献
花
・
寄
付
を
行
う

な
ど
の
活
動
を
続
け
、
紛
争
・
戦
争
に

至
る
背
景
と
経
緯
と
実
態
を
研
究
、「
戦

前
責
任
」「
戦
中
責
任
」「
戦
後
責
任
」の

３
つ
に
分
け
て
考
察
し
て
き
ま
し
た
。

今
の
ま
ま
で
は
、日
本
、大
韓
民
国（
韓

国
）、
共
和
国
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆

国（
米
国
）・
ロ
シ
ア
連
邦（
露
国
）・
中
華

人
民
共
和
国（
中
国
）の
３
大
核
大
国
の

指
導
者
は
勿
論
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、

人
類
史
に
お
け
る
究
極
の「
戦
前
責
任
」

を
問
わ
れ
る
立
場
に
な
り
ま
す
。

周
恩
来
総
理
の「
前
事
を
忘
れ
ず
後
事

の
師
と
す
」、
江
沢
民
主
席
の「
歴
史
を

鑑
と
し
未
来
を
拓
く
」と
い
う
言
葉
を
よ

み
が
え
ら
せ
、
長
い
時
間
軸
で
理
想
世

界
を
実
現
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
べ

き
と
き
が
来
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

４
万
８
千
年
前
、
ア
フ
リ
カ
を
出
た

人
類
の
祖
先
は
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
か

ら
九
州
、
台
湾
か
ら
琉
球
列
島
、
シ
ベ

リ
ア
か
ら
北
海
道
と
い
う
３
つ
の
ル
ー

ト
で
日
本
列
島
に
到
達
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
暖
流
に
挟
ま
れ
南
北
に
長

い
日
本
列
島
に
到
達
し
た
人
々
は
、
豊

か
な
自
然
の
恵
み
を
享
受
す
る
一
方
、

地
震
津
波
・
台
風
・
噴
火
な
ど
自
然
大

災
害
を
受
け
、
島
国
独
特
の
文
化
が
生

ま
れ
、
そ
の
後
諸
外
国
の
影
響
を
受
け

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

人
類
は
、
火
の
利
用
、
言
葉
の
発
明
、

分
業
に
よ
り
進
歩
。
火
は
火
薬
、
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
を
経
て
、
究
極
の
火
・
核
に
。

言
葉
は
文
字
、
印
刷
術
を
経
て
、
ク
ラ

ウ
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
。
ま
た
通

信
・
人
工
知
能
の
驚
異
的
進
化
は
止
ま

る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
分
業
は
、

国
際
分
業
が
機
能
し
な
け
れ
ば
、
ど
の

国
も
成
り
立
た
な
い
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。

産
業
革
命
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
西
端

の
島
国
・
イ
ギ
リ
ス
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。「
平
和
の
事
業
化
」、
人
類
進
化
の

た
め
の
新
し
い
文
化
は
、
大
陸
東
端
の

島
国
・
日
本
の
、
縁
結
び
の
地
と
言
わ

れ
る「
八
雲
立
つ
出
雲
」
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
中
国
北
京
に
伝
わ
り
、

一
般
財
団
法
人 
人
間
自
然
科
学
研
究
所
　
理
事
長

小
松
電
機
産
業
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

小
松 

昭
夫

「
和
の
文
化
」
研
究
会
が
２
０
１
６
年

１
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
新
華
社
世
界

問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
の
張
可
喜
研
究
員

を
は
じ
め
と
す
る
12
名
の
学
識
研
究
者

と
北
京
市
朝
陽
区
中
小
企
業
市
場
発
展

商
会（
会
員
数
２
０
０
社
）
で
、
定
期

的
に
会
合
が
行
わ
れ
、
当
社
が
編
纂
し

た「
経
営
理
念
手
帳
」
中
国
語
版
を
人

民
東
方
出
版
伝
媒
か
ら
発
行
す
る
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
１
９
４
５
年
８
月
15
日
の

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
無
条
件
降
伏
を

ラ
ジ
オ
で
国
民
に
知
ら
せ
た
昭
和
天
皇

の
放
送
日
を
終
戦
記
念
日
と
定
め
て
い

ま
す
。
人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
こ
の

「
終
戦
」
と
い
う
言
葉
を「
戦
争
の
終
焉
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の
先
が
け
を
務
め
る
」
と
再
定
義
。
25

年
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
構
想
、
提
言

を
こ
の
度
の
式
典
を
機
に
、
北
京
か
ら

世
界
へ
向
け
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

第
一
は
、
沖
縄
に
お
い
て
、
人
間
の

才
能
が
次
々
に
開
花
し
、
人
類
の
未
来

が
拓
け
る
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
施
設

と
し
て「
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
」
を
創

設
、「
世
界
恒
久
平
和
発
祥
の
島
」
と

す
る
提
案
で
す
。

１
８
７
９
年
、
明
治
政
府
の
琉
球
処

分
に
よ
り
日
本
に
併
合
さ
れ
、
５
０
０

年
続
い
た
琉
球
王
国
が
滅
び
、
沖
縄
県

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
日
本
の
植

民
地
政
策
の
始
ま
り
で
、
以
後
、
台
湾
、

朝
鮮
半
島
、
満
州
、
北
方
四
島
な
ど
、

次
々
に
領
土
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

沖
縄
は「
出
会
え
ば
兄
弟
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に「
平
和
の
島
」
で

し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
沖
縄
戦

で
は
約
20
万
人
が
犠
牲
と
な
り
、「
被

害
の
島
」
に
な
り
ま
し
た
。
第
２
次
世

界
大
戦
末
期
の
日
本
本
土
爆
撃
、
そ
の

後
朝
鮮
半
島
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ラ
ク
等

へ
の
米
軍
前
線
基
地
と
し
て「
加
害
の

島
」
と
い
う
側
面
も
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
沖
縄
の
人
類

史
的
・
地
政
学
的
な
意
味
を
研
究
す
る

中
か
ら
次
の
構
想
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

①
世
界
中
か
ら
近
代
の
戦
争
の
全
戦

没
者
電
子
デ
ー
タ
を
受
け
と
め
、
永
遠

に
記
録
、
閲
覧
で
き
る「
メ
モ
リ
ア
ル

セ
ン
タ
ー
」。 

②
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｏ

Ｔ
）
で
世
界
の
戦
争
・
平
和
博
物
館
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
構
築
。
各
施
設
の

資
料
と
写
真
映
像
を
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も

っ
て
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
世

界
の
戦
争
・
平
和
博
物
館
へ
の
案
内
役

を
務
め
、
新
た
な
智
を
生
み
出
す「
世

界
戦
争
平
和
映
像
セ
ン
タ
ー
」。

こ
れ
を
３
年
後
に
返
還
が
決
定
し
て

い
る
那
覇
空
港
隣
接
地
に
建
設
す
る
構

想
で
す
。

「
映
像
セ
ン
タ
ー
」構
想
に
つ
い
て

は
、
南
京
大
虐
殺
記
念
館
の
朱
成
山
名

誉
館
長
よ
り「
喜
ん
で
協
力
し
ま
す
」と

い
う
お
言
葉
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

長
い
人
類
の
営
み
か
ら
北
極
海
の
氷

が
溶
け
、
北
極
海
航
路
が
拓
け
る
可
能

性
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
習

近
平
総
書
記
は「
一
帯
一
路
」
構
想
を

提
唱
さ
れ
ま
し
た
。沖
縄
と
そ
の
近
海
、

竹
島（
独
島
）・
日
本
海
に
象
徴
さ
れ
る

対
立
の
地
域
か
ら
、「
一
帯
一
路
」
構

想
が
さ
ら
に
進
化
し
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
大
陸
が
結
ば
れ
る

「
世
界
縁
結
び 

平
和
の
特
別
聖
地
」
と

な
る
可
能
性
が
見
え
て
い
ま
す
。

朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
は
、
国
土
が

広
く
、
物
理
的
に
先
制
核
攻
撃
を
し
な
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い
事
が
宣
言
で
き
る
、
米
国
・
露
国
・

中
国
の
３
大
核
大
国
の
勢
力
が
拮
抗
す

る
結
節
点
に
位
置
し
ま
す
。
韓
国
、
共

和
国
と
日
本
は
、
人
権
・
歴
史
・
領
土

問
題
な
ど
が
複
雑
に
絡
ま
り
抑
制
さ
れ

た
対
立
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
対
立

こ
そ
、
核
廃
絶
、
世
界
恒
久
平
和
の
入

り
口
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

第
二
は
、３
大
核
大
国
と
世
界
の
国
々

の
賛
同
を
得
て
、
共
和
国
の
核
放
棄
と

世
界
す
べ
て
の
核
保
有
国
の
核
放
棄
を

同
時
に
実
行
、
放
棄
さ
れ
た
核
兵
器
は

す
べ
て
３
大
核
大
国
に
移
管
、
朝
鮮
半

島
と
日
本
列
島
の
非
核
化
を
実
現
す
る
。

3
大
核
大
国
は
段
階
的
に
核
削
減
し
大

国
の
人
類
史
的
な
責
任
を
果
た
す
、
と

い
う
提
言
で
す
。
こ
れ
を
打
ち
出
す
こ

と
に
よ
り
、
３
大
核
大
国
は
大
国
と
し

て
の
国
家
の
核
心
が
生
ま
れ
ま
す
。

第
三
の
提
案
は
、
国
民
国
連
の
樹
立

で
す
。

２
０
０
８
年
、北
京
で
開
催
さ
れ
た
、

学
苑
出
版
社（
孟
白
社
長
）
の『
グ
ロ

ー 

バ
ル
時
代
の
人
間
学 

中
日
韓
英
四

カ
国
語
に
よ
る
中
国
古
典
名
言
録
』
出

版
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、「
国
民
国
連
」

の
試
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

現
在
の「
国
連
」は「
権
力
」で
あ
る
政

府
で
構
成
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

教
訓
か
ら
生
ま
れ
た
常
任
理
事
国 

5 

か
国
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
新
し
く
構
想
し
た「
国
民
国
連
」

は
、
人
類
の
特
性
と
歴
史
的
経
緯
を
生

か
し
、
論
理
的
討
議
を
通
じ
て
、
長
い

時
間
軸
で
道
理
を
実
現
す
る
道
筋
を
生

み
出
す
、「
国
民
代
表
」で
構
成
さ
れ「
権

威
」が
生
ま
れ
る
集
団
で
す
。
そ
の
発

祥
の
地
を
沖
縄
に
置
き
ま
す
。

混
迷
す
る
世
界
を
輝
か
し
い
未
来
に

導
く「
国
民
国
連
」
の
樹
立
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。

以
上
、
３
つ
の
案
を
、
国
際
二
戦
博

物
館
館
長
会
議
で
知
っ
て
い
た
だ
き
、

こ
の
構
想
・
提
言
が
世
界
に
広
が
り
、

議
論
が
進
み
、
国
連
の
場
で
承
認
が
得

ら
れ
る
流
れ
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
念
じ

て
い
ま
す
。

〈
２
０
１
７
年
７
月
８
日
、
国
際
二
戦

博
物
館
協
会
主
催
の「
中
国
全
民
族
抗
戦

勃
発
80
周
年
紀
念
＆
国
際
二
戦
博
物
館

館
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
、
世
界
の
第
二

次
世
界
大
戦
記
念
館
関
係
者
69
名
の
参

加
で
、
北
京
の
ホ
テ
ル
・
世
紀
金
源
大
飯

店
で
開
催
さ
れ
た
。
小
松
昭
夫
理
事
長

は
、
主
催
者
代
表
の
中
国
人
民
抗
日
戦

争
紀
念
館
・
李
宗
遠
館
長
よ
り
、「
来
賓
」

と
し
て
特
別
招
待
さ
れ
た
が
、
入
院
の

た
め
出
席
で
き
ず
、
磯
江
公
博
氏（
人
間

自
然
科
学
研
究
所
監
事
・
株
式
会
社
エ
ナ

テ
ク
ス
常
務
取
締
役
）が
名
代
と
し
て
出

席
、
こ
の
文
章（
一
部
加
筆
）を
代
読
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
締
め
く
く
り
に
行

わ
れ
た
ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
る
と
、
そ
の

日
一
番
の
大
き
な
拍
手
が
会
場
を
満
た

し
、
演
壇
を
下
り
た
磯
江
氏
に
、
何
人

も
の
参
加
者
が
握
手
を
求
め
た
。〉
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ホ
ー
マ
ー
・
ハ
ル
バ
ー
ト
博
士
68
周

忌
追
悼
式
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　

私
は
２
０
１
４
年
３
月
、
安
重
根
義

士
殉
国
１
０
４
周
年
の
記
念
式
典
で
、

孫
黄
恩
珠
氏
、
曾
孫
安
寶
榮
氏
の
前
で

「
安
重
根
義
士
は
、
民
族
の
英
雄
に
止

ま
ら
ず
、
人
類
の
英
雄
に
す
べ
き
で
あ

る
」と
申
し
上
げ
、
参
列
者
の
熱
烈
な

賛
同
を
得
ま
し
た
。そ
の
安
義
士
に「
韓

国
人
で
あ
れ
ば
一
日
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
人
物
」と
言
わ
し
め
た
の
が
、
米

国
人
ハ
ル
バ
ー
ト
博
士
だ
と
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。

博
士
が
大
韓
民
国（
韓
国
）で
活
動

さ
れ
た
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

は
、
人
類
史
的
な
激
動
の
時
代
で
、
１
　

９
１
４
年
に
人
類
初
の
総
力
戦
第
一
次

世
界
大
戦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
勃
発
し
ま

し
た
。
日
本
は
国
策
を
誤
り
薩
長
土
肥

と
公
家
が
合
体
し
、
権
威
と
権
力
を

統
合
。
１
８
７
２
年
〜
１
８
７
９
年
の

琉
球
処
分
を
経
て
中
央
集
権
国
家
を

誕
生
さ
せ
、
覇
道
の
道
を
進
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
日
清
戦
争

を
経
て
台
湾
を
併
合
、
中
国
に
侵
攻

し
ま
し
た
。
日
露
戦
争
後
の
１
９
０
５

年
乙
巳（
ウ
ル
サ
）条
約（
第
二
次
日
韓

協
約
）に
よ
っ
て
韓
国
の
外
交
権
を
奪

い
、
１
９
１
０
年
に
韓
国
を
併
合
し
ま

し
た
。
世
界
列
強
に
向
け
て
、
韓
国
の

自
主
独
立
を
主
張
す
る
た
め
、
博
士
は

１
９
０
７
年
、
第
２
回
ハ
ー
グ
平
和
会

議
に
特
使
を
送
る
こ
と
を
発
案
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
特
使
の
ひ
と
り
李
儁
烈
士
が
客

死
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
の
ホ
テ

ル
が
、
記
念
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
　

０
１
２
年
、
李
儁
記
念
館
を
訪
問
し
、

私
と
特
別
の
縁
の
あ
る
安
義
士
の
遺
墨

「
獨
立
」の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
ま
し

た
。こ

の
第
２
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の

出
席
者
の
中
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
が
い

ま
し
た
。
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
１
８
８
９

年
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説『
武
器
を
捨

て
よ
！
』、
１
９
１
２
年
、
論
文『
空
の

野
蛮
化
』を
発
表
、
戦
争
阻
止
を
世
界

に
訴
え
、国
際
的
な
平
和
活
動
を
展
開
、

１
９
０
５
年
に
女
性
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
、
米
国
の
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
寄
付
で
ハ
ー
グ
市

に
建
設
さ
れ
た「
平
和
宮（
現
国
際
司
法

裁
判
所
）」１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
、「
世
界
の
平
和
フ
ィ

ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ス
ト
20
人
」展
が
行
わ
れ
、

私
も
そ
の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
、
パ
ネ
ル

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
開
会
式
に
合

わ
せ
て
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
胸
像
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
、
胸
像
制
作
者
で
あ
る
オ
ラ

ン
ダ
の
彫
刻
家
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ロ
レ

マ
氏
と
出
会
い
、
そ
の
お
人
柄
と
深
遠

な
念
い
の
伝
わ
る
像
に
魅
了
さ
れ
、
カ

ー
ネ
ギ
ー
財
団
の
賛
同
を
得
て
、
２

体
の
ズ
ッ
ト
ナ
ー
像
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ズ
ッ
ト
ナ
ー
像
が「
特

別
の
平
和
使
節
」と
し
て
世
界
を
回
り
、

そ
の
志
が
現
代
に
よ
み
が
え
り
、
確
か

な
平
和
へ
の
流
れ
が
始
ま
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

韓
国
独
立
運
動
に
ま
い
進
さ
れ
た
ハ

ル
バ
ー
ト
博
士
は「
韓
国
人
よ
り
韓
国

を
愛
し
た
、
韓
国
の
永
遠
の
友
」
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
韓
国
の
文
化
を
世
界

に
広
め
る
役
割
も
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
代
の
19
世
紀
末
、
ギ
リ
シ
ャ
生
ま

れ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
作
家
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン（
小
泉
八
雲
）
が
日
本

島
根
県
松
江
市
で
教
鞭
を
と
り
、
欧
米

に
初
め
て
本
格
的
に
日
本
文
化
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
、
ハ
ー
ン
の
異
文
化
に

心
を
開
く「
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
」
を

評
価
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ン
は
、
日
清
戦
争
後
の
日
本
の
風

潮
に
、こ
う
警
告
を
発
し
ま
し
た
。「
お

そ
ら
く
、
日
本
の
将
来
の
危
機
は
、
実
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2014年11月「八雲立つ日本・出雲から陽が昇る」シンポジウムにて、ズットナー像の除幕。
像左イングリッド・ロレマ氏、像右小松昭夫理事長。

第二次世界大戦における死者数

国別 軍人 市民 計（単位万人）

日本 230 80 310

ドイツ 325 335 660

オーストリア 26 12 38

イタリア 39 21 60

その他 163

枢軸国

合計 1231

ソ連 1360 700 2060

中国 350 971 1321

ポーランド 24 560 584

ユーゴスラビア 45 58 103

フランス 15 25 40

イギリス 38 7 45

アメリカ 41 41

その他 78

連合国

合計 4272

＜『一九九五年八月十五日に』（朝日新聞社）などより＞
■アジア・太平洋各国の死者数（上記の国を除く・単位万人） 
朝鮮：２０、台湾：３、フィリピン：１１１、ベトナム：２００、
ビルマ：５、マレーシア・シンガポール：１０、インドネシア：４００、
インド：１５０、オーストラリア：２. ３、ニュージーランド：1. ２ 
＜『日本の侵略と膨張』（吉岡吉典・新日本出版社）などより＞
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に
こ
の
途
方
も
な
い
、
大
き
な
自
負
心

に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
」（『
心
』 

１
　

８
９
６
年
）。
こ
の
ハ
ー
ン
の
指
摘
ど

お
り
日
本
は
道
を
誤
り
、
貴
国
に
大
き

な
災
難
を
与
え
ま
し
た
。「
戦
後
責
任
」

を
果
た
す
立
場
の
日
本
人
の
一
人
と
し

て
、
心
よ
り
謝
罪
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
世
界
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
の

状
況
と
酷
似
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。

人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、
１
９
９
　

７
年
か
ら
世
界
の
戦
争
・
平
和
記
念
館

を
訪
問
、
学
習
・
献
花
・
寄
付
を
行
う
な

ど
の
活
動
を
続
け
、
紛
争
・
戦
争
に
至

る
背
景
と
経
緯
と
実
態
を
研
究
、「
戦

前
責
任
」「
戦
中
責
任
」「
戦
後
責
任
」
の

３
つ
に
分
け
て
考
察
し
て
き
ま
し
た
。

今
の
ま
ま
で
は
、
日
本
、
韓
国
、
朝

鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国（
共
和

国
）、
そ
し
て
ア

メ
リ
カ
合
衆
国

（
米
国
）・
ロ
シ
ア

連
邦（
露
国
）・
中

華
人
民
共
和
国

（
中
国
）の
３
大
核

大
国
の
指
導
者
は

勿
論
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
、
人
類

史
に
お
け
る
究
極

の
「
戦
前
責
任
」

を
問
わ
れ
る
立
場

に
な
り
ま
す
。

加
害
の
歴
史
を

持
つ
日
本
国
民
が

声
を
か
け
、
被
害

の
歴
史
を
持
つ
共

和
国
、
韓
国
に
諮

り
、
こ
の
地
域
に

本
質
的
な
影
響
力

を
持
っ
て
い
る
米

国
・
露
国
・
中
国
の

賛
同
を
得
て
世
界
の
期
待
を
担
う
平
和

事
業
を
興
す
こ
と
に
よ
り
、「
対
立
の

文
化
か
ら
共
生
の
文
化
」
へ
の
転
換
を

促
し
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
か
ら
世

界
恒
久
平
和
へ
の
流
れ
を
起
こ
す
こ
と

が
熱
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
日
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
ハ
ル
バ
ー
ト
博
士

記
念
事
業
会
の
金
東
珍
会
長
様
、
金
会

長
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た『
英
雄
』
誌

の
朴
昌
宰
社
長
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

〈
２
０
１
７
年
8
月
11
日
、「
ホ
ー
マ

ー
・
ハ
ル
バ
ー
ト
博
士
68
周
忌
追
悼
式
」

が
、
韓
国
ソ
ウ
ル
麻
浦
区
合
井
洞
所
在

の
楊
花
津
外
国
人
宣
教
師
廟
院
に
て
開

催
さ
れ
た
。
主
催
の
社
団
法
人
ハ
ル
バ

ー
ト
博
士
記
念
事
業
会
よ
り
小
松
昭
夫

理
事
長
に
招
待
状
が
届
い
た
が
、
入
院

の
た
め
出
席
で
き
ず
、
コ
マ
ツ
コ
リ
ア

の
尹
熙
竣
理
事
が
名
代
と
し
て
出
席
、

こ
の
追
悼
文（
一
部
加
筆
）を
代
読
。
尹

氏
は「
式
典
で
挨
拶
さ
れ
た
６
名
の
中
、

一
番
長
い
文
書
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
り
、
読
み

終
え
た
後
に
は
、
多
く
の
拍
手
を
頂
き

ま
し
た
。
席
に
戻
る
と『
素
晴
ら
し
い

文
書
で
し
た
』、『
ま
さ
に
戦
前
責
任
が

問
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
』と
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
で
も
、

「
文
化
遺
産
国
民
信
託
」
の
金
宗
圭
理

事
長
が
強
い
関
心
を
示
さ
れ
、
小
松
理

事
長
と
面
会
す
る
流
れ
が
で
き
ま
し

た
」
と
報
告
し
て
い
る
。〉
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特別企画・企業探訪

沖縄「平和の要塞」（元米軍核ミサイル基地跡）

渡嘉敷島集団自決跡地で献花

大田昌秀元沖縄県知事を囲んで
（右から２人目太田元知事、左小松理事長）
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故
大
田
昌
秀
元
沖
縄
県
知
事
県
民
葬

実
行
委
員
会
実
行
委
員
長
・
翁
長
雄
志

様
よ
り
、２
０
１
７
年
７
月
26
日 

（
水
）

午
後
２
時
か
ら
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
、「
故
大

田
昌
秀
元
沖
縄
県
知
事
県
民
葬
」
の
ご

案
内
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。大

田
元
知
事
と
の
特
別
な
出
会
い
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ご
遺
族
、
沖
縄
県
民
、
関
係
者
の
皆
様

に
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

◆
追
悼

大
田
昌
秀 

元
沖
縄
県
知
事
・

沖
縄
国
際
平
和
研
究
所
理
事
長

（
２
０
１
７
年
６
月
12
日
，逝
去
。92
歳
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
始
ま
っ
た
世
界
の

植
民
地
争
奪
戦
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
起
こ

っ
た
産
業
革
命
に
よ
り
加
速
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
に
拍

車
が
か
か
り
ま
し
た
。

ア
ヘ
ン
戦
争
に
よ
り
香
港
は
イ
ギ
リ

ス
領
と
な
り
、
清
国
内
に
は
列
強
の
租

借
地
が
生
ま
れ
、
国
内
は
混
乱
状
態
に

な
り
ま
　
　
し
た
。
こ
れ
を
見
た
日
本

は
国
策
を
誤
り
、
孫
文
先
生
が
希
望
さ

れ
た
王
道
で
は
な
く
、
薩
長
土
肥
と
公

家
が
合
体
し
明
治
政
府
を
樹
立
、
覇
道

の
道
を
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
８
７
２
〜
１
８
７
９
年
、
日
本

は
琉
球
王
朝
を
併
合
す
る
琉
球
処
分

を
経
て
、
権
威
と
権
力
を
統
合
し
、

中
央
集
権
国
家
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
台
湾
・
朝
鮮
半
島
・
北
方
諸

島
等
、
政
略
と
軍
事
力
に
よ
り
次
々

に
領
土
を
拡
大
し
、
日
清
戦
争
後
、

小
泉
八
雲
が「
お
そ
ら
く
、
日
本
の
将

来
の
危
機
は
、
実
に
こ
の
途
方
も
な

い
、
大
き
な
自
負
心
に
あ
る
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
」（『
心
』
１
８
９
６
年
）

と
指
摘
し
た
通
り
の
状
況
に
至
り
、

今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
日
本

建
国
以
来
の
困
難
な
状
況
を
迎
え
て

い
ま
す
。

大
田
先
生
は
敗
戦
間
際
の
１
９
４
５

年
、
19
歳
に
し
て
鉄
血
勤
皇
師
範
隊

に
招
集
さ
れ
、
敗
戦
。
戦
後
は
、
ア

メ
リ
カ
施
政
下
の
時
代
に
早
稲
田
大

学
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
て
、
琉
球
大

学
教
授
に
就
任
。
沖
縄
日
本
復
帰
後
の

１
９
９
０
年
沖
縄
県
知
事
に
就
任
さ

れ
、
２
０
０
１
年
よ
り
参
議
院
議
員
も

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
田
平
和
総
合
研

究
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
国
際
平
和
研

究
所
を
設
立
さ
れ
、
沖
縄
・
ア
メ
リ
カ
・

日
本
本
土
の
平
和
の
架
け
橋
と
し
て
比

類
な
き
功
績
を
遺
さ
れ
ま
し
た
。

晩
年
、
人
間
自
然
科
学
研
究
所
と
の

交
流
が
深
ま
り
、
特
別
な
念
い
を
承
り

ま
し
た
。

お
見
舞
い
に
う
か
が
う
予
定
で
し
た

が
、
容
態
が
急
変
さ
れ
、
告
別
式
に
参

列
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。私

は
、
先
生
の
ご
生
前
に
沖
縄
の
聖

地
・
渡
嘉
敷
島
、
告
別
式
の
後
日
に
第

一
尚
氏
始
祖
の
生
地
・
伊
平
屋
島
、
第

二
尚
氏
始
祖
の
生
地
・
伊
是
名
島
を
訪

ね
ま
し
た
。

伊
平
屋
島
は
、
終
戦
を
告
げ
る
天
皇

の
放
送
の
４
時
間
後
に
宇
垣
纏（
ま
と

め
）
中
将
の
命
令
で
、
鳥
取
県
美
保
基

地
で
特
攻
訓
練
教
官
を
務
め
て
い
た
中

津
留
達
雄
大
尉
を
隊
長
に
最
新
鋭
の
戦

闘
機
彗
星
11
機
で
出
撃（
宇
垣
中
将
同

乗
）、
米
軍
が
か
が
り
火
を
焚
き
戦
勝

祝
い
を
し
て
い
る
目
の
前
の
岩
礁
に
激

突
し
死
亡
さ
れ
た
特
別
な
島
で
あ
る
事

は
、
城
山
三
郎
著『
指
揮
官
た
ち
の
特

攻
』
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
終
戦
ド
ラ
マ
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
で
の
最
近
の
活
動
と
、
２
０
１
　

７
年
５
月
８
日
の
ハ
ワ
イ
・
ア
リ
ゾ
ナ

記
念
館
、
２
０
１
７
年
７
月
８
日
の

北
京
・
盧
溝
橋
紀
念
館
で
の
活
動
報
告

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.hns. 
gr.jp

に
記
載
し
、
御
霊
前
に
謹
ん
で

ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
安
ら
か
に

お
眠
り
く
だ
さ
い
。
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2003年10月燕趙園銅像除幕式

人
間
自
然
科
学
研
究
所

平
和
事
業
の
縁え

に
し

― 

活
動
の
軌
跡 

―
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人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、
１
９
８
　

８
年
、
島
根
県
商
工
会
連
合
会
の
若
手

経
営
者
25
名
が
小
松
電
機
産
業
創
業
の

地
に
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た「
知
革
塾
」

か
ら
始
ま
っ
た
。
25
年
に
わ
た
り
、
生

命
・
人
類
の
本
質
・
特
性
を
探
り
、
日

本
語
の
再
定
義
を
行
い
、「
楽
し
く
持

続
的
に
生
き
ら
れ
る
地
球
社
会
」へ
の

道
筋
を
論
理
的
に
考
察
・
提
案
・
試
行
錯

誤
を
繰
返
し
、結
果
を
出
し
続
け
る「
シ

ン
ク
＆
ド
ゥ
タ
ン
ク
」と
し
て
活
動
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

地
球
最
大
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東

端
、
日
本
海
・
東
海
を
隔
て
た
朝
鮮
半

島
の
対
岸
に
位
置
し
、
地
球
最
大
の
太

平
洋
に
臨
む
島
国
日
本
の
、
究
極
の
困

難
な
状
況
を
受
け
止
め
、
経
営
理
念
手

帳
を
創
り
上
げ
た
。

１
９
９
４
年
か
ら
20
回
に
及
ぶ
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、１
９
９
７
年
、

大
韓
民
国（
韓
国
）
の
独
立
記
念
館
を

皮
切
り
に
、
世
界
の
戦
争
・
平
和
記
念

館
を
訪
問
、
学
習
・
献
花
・
寄
付
を
行

う
活
動
を
続
け
、
そ
の「
縁（
え
に
し
）」

は
、
国
内
各
地
は
も
と
よ
り
、
中
華
人

燕
趙
園

ハ
ワ
イ

１
９
９
５
年
鳥
取
県
と
中
国
河
北
省

の
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ

た
日
本
最
大
級
の
本
格
的
な
中
国
庭
園

「
燕
趙（
え
ん
ち
ょ
う
）園
」が
鳥
取
県
中

部
の
湯
梨
浜
町
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
研
究
所
が
寄
贈
し
た
孔

子
・
孟
子
・
孫
子
像
が
建
立
さ
れ
て
い

る
。孔

子
・
孟
子
像
は
、
出
雲（
松
江
市
）

の
水
の
偉
人
・
周
藤
彌
兵
衛
翁
、
清
原

太
兵
衛
翁
の
像
と
共
に
、
中
国
山
東
省

棗
荘（
そ
う
そ
う
）
市
で
制
作
し
た
も

の
。
棗
荘
市
は
、
島
根
県
の
斐
伊
川
か

ら
東
、
鳥
取
県
の
天
神
川
か
ら
西
の
地

域
の
出
身
者
で
編
成
さ
れ
た
、
陸
軍
の

松
江
63
連
隊
に
多
数
の
戦
没
者
が
出

た「
台
児
荘（
た
い
じ
そ
う
）
の
戦
い
」

（
１
９
３
８
年
）
の
戦
場
と
な
っ
た
地

で
あ
る
。
日
中
国
交
正
常
化
３
０
周
年

に
あ
た
る
２
０
０
２
年
、
棗
荘
市
で
、

中
国
側
３
０
０
０
人
、
日
本
側
４
０
人

が
参
列
し
て
、
こ
の
４
体
の
銅
像
の
完

成
出
発
式
が
行
わ
れ
た
。

２
０
０
７
年
に
建
立
さ
れ
た
日
本
唯

一
の
孫
子
像
は
、
小
松
昭
夫
理
事
長
が

中
国
山
東
省
東
栄
市
か
ら「
現
代
経
営

学
と
孫
子
」
講
演
記
念
と
し
て
い
た
だ

き
、
鳥
取
県
に
贈
呈
。

株
式
会
社
ユ
ー
キ
ャ
ン
は
Ｃ
Ｄ『「
孫

子
」
入
門
』（
守
屋
淳
）
発
売
に
合
わ

せ
、
こ
の
像
を
元
に
立
像
置
物
を
制
作

し
た
。

さ
ら
に
、
研
究
所
の
仲
介
で
、
中
国

伝
説
の
女
仙
・
西
王
母
と
八
仙
人
の
大

理
石
像（
日
本
の
七
福
神
の
祖
・
内
海
弘

子
氏
寄
贈
）
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
像
は
い
ず
れ
も
、当
時
の

２
０
０
５
年
１
２
月
、
ハ
ワ
イ「
ア

リ
ゾ
ナ
記
念
館
」
で
行
わ
れ
た
真
珠
湾

攻
撃
記
念
式
典
に
団
長
小
松
理
事
長
、

ば
ば
こ
う
い
ち
氏
他
40
名
が
出
席
、
ジ

ョ
ー
ジ
・
Ｅ
・
サ
リ
バ
ン
理
事
長
の
特

別
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
、
日
本
の
民
間

人
、初
の
公
式
献
花
と
寄
付
を
行
っ
た
。

ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
は
、
日
本
軍
の
真

珠
湾
攻
撃
で
沈
没
し
た
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ

の
真
上
に
建
設
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

乗
組
員
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
真
珠

湾
攻
撃
自
体
を「
永
遠
に
忘
れ
な
い
た

め
の
施
設
」
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
６
月
、研
究
所
は
再
び
、

ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
に
39
名
の
訪
問
団
を

送
っ
た
。

団
長
の
小
松
電
機
産
業
株
式
会
社
小

松
光
雄
常
務
取
締
役
が
、「
東
洋
・
西

洋
両
文
明
の
恩
恵
を
受
け
た
私
た
ち
の

世
代
が
、
核
と
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
背
景

に
し
た
究
極
の
対
立
か
ら
、『
和
譲
』

を
入
口
に
共
生
の
文
化
誕
生
を
促
し
、

人
類
進
化
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
い
と
念

じ
、
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
に
献
花
・
寄
付

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
、
趣
意
書
を

読
み
上
げ
た
。

民
共
和
国（
中
国
）、
韓
国
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
諸
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

（
米
国
）、
ロ
シ
ア
連
邦（
露
国
）、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
さ
ら
に
は
オ
ラ
ン
ダ
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
欧
州
諸
国
に
広
が
っ

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
を
紹
介
す
る
。

片
山
善
博
知
事
、平
井
伸
治
副
知
事
の

積
極
的
な
指
示
で
建
立
、中
国
か
ら
中

国
画
報
協
会
会
長
の
邢
雁
先
生
、中
日

民
間
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
主
任
・
張
碧
清

先
生
を
お
迎
え
し
、除
幕
式
を
行
っ
た
。
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特別企画・企業探訪

2005年ハワイ・アリゾナ記念館公式献花

ハワイ・2017年アリゾナ記念館訪問

ハワイ・車椅子同士で

ロシア・2009年9月ハバロフスク第二次世界大戦慰霊碑に献花

ロシア・2009年9月ウラジオストク日本人死亡者慰霊碑参拝

ロシア・2009年9月戦争体験者との意見交換会
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ロ
シ
ア

セ
レ
モ
ニ
ー
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
共

に
車
椅
子
に
乗
っ
た
、
94
歳
の
小
松
千

恵
子
名
誉
団
長
と
、
97
歳
の
真
珠
湾
攻

撃
の
体
験
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｋ
・
ロ

ド
リ
ゲ
ス
氏
の
握
手
。
お
二
人
の
握
手

に
は
、「
歴
史
」「
謝
罪
」「
寛
容
」
そ

し
て「
あ
の
一
日
を
忘
れ
な
い
」
な
ど
、

い
く
つ
も
の
重
い
言
葉
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
が
、「
共
生
」の
萌
芽
も
感
じ
ら
れ
、

会
場
を
静
か
な
感
動
が
満
た
し
た
。

２
０
０
９
年
９
月
、
第
二
次
世
界
大

戦
で
２
０
０
０
万
人
が
亡
く
な
っ
た
ロ

シ
ア
に
、22
名
の
訪
問
団
を
派
遣
し
た
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
第
二
次
世
界
大
戦
慰
霊

碑
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
第
二
次
世
界
大

戦
慰
霊
碑
に
献
花
し
た
の
ち
、
日
本
人

死
亡
者
慰
霊
碑
を
参
拝
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
団
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
市
内
で
戦
争
体
験
者
４
名
と
懇
談
し

た
。
い
ず
れ
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
気
象
専
門
家
と
し
て
軍
務
に
つ
い
て

い
た
方
々
。
そ
の
中
で
、
戦
時
中
サ
ハ

リ
ン
に
住
ん
で
い
た
女
性
の
エ
レ
ー
ネ

さ
ん
が
、
日
本
人
引
揚
げ
を
目
撃
し
た

体
験
談
を
披
露
す
る
な
ど
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

小
松
理
事
長
は「
ハ
ワ
イ
と
ロ
シ
ア

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
は
、
農
協
観

光
島
根
支
店 

永
島
邦
子
氏
の
努
力
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。感
謝
に
堪
え
な
い
」

と
語
る
。

久
司
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
ス

２
０
０
６
年
11
月
、
出
雲
大
社
社
務

所
大
ホ
ー
ル
で
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
自
然
食
の
大
家
・
久
司
道
夫
氏
と
、

エ
リ
ー
コ
ー
ヘ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
日
本

大
使
を
招
き
、「
神
有
月
　
和
譲
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。

久
司
氏
は
、
世
界
政
府
運
動
の
桜
沢

如
一
氏
の
影
響
を
受
け
、
１
９
４
９
年

渡
米
。
人
類
の
平
和
の
た
め
に
、「
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
」の
重
要
性
に
着
目
、

久
司
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
確
立

し
た
。
50
年
に
わ
た
っ
て
、
米
国
ボ
ス

ト
ン
を
拠
点
に
世
界
的
規
模
で
教
育
普

及
活
動
に
取
り
組
み
、
自
然
食
ブ
ー
ム

を
巻
き
起
こ
し
た
。
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
、

マ
ド
ン
ナ
な
ど
多
く
の
著
名
人
に
食
事

指
導
を
し
て
き
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

１
９
９
９
年
、
日
本
人
で
初
め
て
、

米
国
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
立
博
物
館
に
殿

堂
入
り
し
、「
久
司
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
永
久
保
存

さ
れ
た
。

２
０
０
９
年
、
共
に
自
然
食
の
普
及

と
教
育
啓
蒙
活
動
に
努
め
た
、
久
司
ア

ヴ
ェ
リ
ー
ヌ
偕
子
夫
人（
島
根
県
奥
出

雲
町
横
田
出
身
）
の
顕
彰
碑
が
建
立
さ

れ
た
。

周
藤
彌
衛
兵
翁
と

日
吉
切
通
し
、
御
陵

今
か
ら
３
０
０
年
前（
江
戸
時
代
）

に
、
出
雲
国
日
吉
村（
現
在
の
島
根
県

松
江
市
八
雲
町
）の
周
藤
彌
兵
衛
翁
は
、

繰
り
返
さ
れ
る
意
宇
川
の
洪
水
か
ら
村

を
守
る
た
め
、
56
歳
で
一
念
発
起
、
97

歳
ま
で
42
年
か
け
て
霊
山
剣
山
の
硬
い

安
山
岩
を
開
削
し
、
切
通
し
を
完
成
さ

せ
、
１
０
２
歳
で
大
往
生
を
遂
げ
た
。

現
場
に
残
る
ノ
ミ
の
跡
が
今
日
ま
で

人
々
に
感
動
を
与
え
続
け
、
翁
の
不
屈

の
志
と
生
き
方
は
現
代
に
生
き
る
私
た

ち
に
勇
気
と
愛
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
る
。

研
究
所
は
活
動
の
第
一
歩
と
し
て
、

１
９
９
５
年
、
彌
兵
衛
翁
を
顕
彰
す
る

小
説
・
児
童
文
学
・
漫
画
、
朗
読
テ
ー

プ
を
発
刊
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。そ

し
て
、
２
０
１
４
年
、
水
循
環
基

本
法
成
立
後
初
の「
水
の
日
」
８
月
１

日
に
、八
雲
町
の
意
宇
川
の
ほ
と
り
で
、

彌
兵
衛
翁
の
巨
大
銅
像（
高
さ
２
・
７
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小松電機産業・人間自然科学研究所の軌跡とポリシー

日吉切通し

周藤彌衛兵翁像

「神有月　和譲平和フォーラム」で講演する久司道夫氏

アヴェリーヌ偕子夫人顕彰碑（島根県奥出雲町横田）
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八
雲
立
つ
日
本
・

出
雲
か
ら
陽
が
昇
る
！

ⅿ
、
幅
２
・
８
ⅿ
、
奥
行
１
・
７
ⅿ
、
重

さ
１
・
３
ｔ
）
の
除
幕
式
を
行
っ
た
。

こ
の
銅
像
は
、
２
０
０
２
年
に
制
作

さ
れ
た
翁
の
像
と
同
じ
く
、
日
中
双
方

に
多
大
な
犠
牲
者
が
出
た「
台
児
荘
の

戦
い
」
の
戦
場
と
な
っ
た
、
中
国
山
東

省
棗
荘
市
の
劉
成
啓
氏
に
制
作
を
依
頼

し
た
も
の
で
あ
る（
デ
ザ
イ
ン
は
島
根

県
飯
南
町
出
身
の
画
家
・
高
田
勲
氏
）。

「
八
雲
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
そ
し
て
世

界
の
恒
久
平
和
を
生
み
出
す
き
っ
か
け

に
す
る
」
こ
と
を
念
じ
て
、
彌
兵
衛
翁

像
が
建
立
さ
れ
た
地
は
、
か
つ
て
村
人

た
ち
が
戦
地
に
赴
く
兵
士
を
見
送
っ
た

場
所
。

ま
た
、
そ
の
意
宇
川
対
岸
に
は
、
地

元
の
人
が「
御
陵
」
と
呼
ぶ「
岩
坂
陵
墓

参
考
地
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
話
上

の「
日
本
の
国
生
み
の
祖
」
イ
ザ
ナ
ミ

ノ
ミ
コ
ト
の
お
墓
と
さ
れ
て
い
る
。

全
国
十
数
か
所
の
イ
ザ
ナ
ミ
御
神

陵
伝
説
地
の
中
か
ら
、
明
治
33
年（
１ 

９
０
０
年
）、
宮
内
省
が「
保
存
す
べ
き

も
の
と
認
定
、
陵
墓
伝
説
地
に
指
定
」

し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
陵
墓
参
考

地
と
し
て
、宮
内
庁
が
管
理
し
て
い
る
。

ま
た
近
く
に
は
、
現
存
す
る
日
本
最

古
の
大
社
造
り
の
国
宝
、
イ
ザ
ナ
ギ
・

イ
ザ
ナ
ミ
を
祭
っ
た
神
魂（
か
も
す
）

神
社
が
あ
る
。

太
古
か
ら
現
在
・
未
来
を
貫
く「
時

の
流
れ
」、
受
け
継
が
れ
る
人
々
の
念

（
お
も
）い
、
そ
し
て
絶
え
る
こ
と
の
な

い「
意
宇
川
の
流
れ
」
―
―
そ
こ
に
は
、

ま
さ
に「
悠
久
の
河
」
が
流
れ
て
い
る
。

ズ
ッ
ト
ナ
ー
像
の
制
作
者
ロ
レ
マ
氏

が
小
松
理
事
長
に
、
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ

ス
山
脈
を
源
流
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

―「
国
民
国
連
」
構
想
具
現
化
の

時
を
迎
え
た

２
０
１
５
年
、
江
戸
時
代
初
期
建
造

の
天
守
が
現
存
す
る
松
江
城
が
国
宝
に

指
定
さ
れ
た
。

北
側
の
お
堀
端
に
は
、
小
泉
八
雲
記

念
館
・
旧
居
、
田
部
美
術
館
、
武
家
屋

敷
、
八
雲
庵
、
島
根
県
知
事
公
舎
、
石

垣（
岐
阜
県
産
恵
那
石
）
の
上
に
建
て

ら
れ
た
、
小
松
電
機
産
業
迎
賓
館（
数

寄
屋
造
り
）、
県
警
本
部
長
公
舎
、
明
々

庵
へ
と
続
き
、
そ
の
通
り
は「
塩
見
縄

手
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
の
道
１
０
０
選

に
選
ば
れ
て
い
る
。

久
司
道
夫
夫
妻
は
、
こ
こ
を
拠
点
に

８
年
間
の
日
本
で
の
活
動
を
始
め
、
そ

の
後
、
小
松
理
事
長
が
松
江
市
内
の
拠

点
に
し
て
い
る
が
、
一
度
も
門
札
を
掲

げ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

小
松
理
事
長
は
、
こ
の
一
帯
を「
国

民
国
連
発
祥
の
地
」
に
す
る
、
究
極
の

地
方
創
生
構
想
発
表
の
準
備
を
し
て
き

「
悠
久
の
河
」
ラ
イ
ン
川
下
流
で
咲
い

た
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
の
球
根
を
託
し
、

こ
れ
が
意
宇
川
の
畔
で
育
て
ら
れ
、「
平

和
の
花
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
ま
っ
て
い
る
。

諸
侯
や
司
教
の「
社
会
イ
ン
フ
ラ
・

ラ
イ
ン
川
」
通
行
税
の
徴
取
が
、
中
世

か
ら
近
代
へ
の
移
行
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
よ
う
に
、
今
日
の
世
界
規
模
で
の

「
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
情
報
・
金
融
」
へ

の
富
の
過
度
の
集
中
が
、
時
代
の
劇
的

な
変
化
を
予
想
さ
せ
る
。
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2017・11  財界にっぽん

た
。
出
雲
を
拠
点
に
、
世
界
恒
久
平
和

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
一
翼
を

担
い
、
世
界
規
模
に
拡
大
し
た
平
和
事

業
の「
縁（
え
に
し
）」
を
活
か
し
、「
国

民
国
連
」
の
旗
を
高
く
掲
げ
よ
う
と
い

う
の
だ
。

小
泉
八
雲
記
念
館
の
館
長
は
、
八
雲

の
曾
孫
の
小
泉
凡
氏
。
島
根
県
立
大
学

教
授
、
人
間
自
然
科
学
研
究
所
の
評
議

員
も
務
め
る
。「
凡
」
と
い
う
名
前
は
、

映
画「
終
戦
の
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
で
知
ら

れ
る
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
国
軍
最
高
司
令

官
総
司
令
部
）
の
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
元
帥
に
副
官
と
し
て
仕
え
た
ボ

ナ
ー
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
准
将
の「
ボ
ナ
ー
」

に
あ
や
か
っ
て
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
凡
氏
の
祖
父
、
八
雲

の
長
男
・
一
雄
氏
と
親
交
が
あ
っ
た
。

大
学
時
代
か
ら
八
雲
の
著
作
を
愛
読
し

て
い
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
日
本
へ
の
理
解

は
八
雲
に
負
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
昭
和
天
皇
を
極
東
軍
事
裁
判
に
か

け
る
べ
き
で
な
い
と
進
言
し
た
の
が
フ

ェ
ラ
ー
ズ
で
あ
る
。

欧
米
に
、
初
め
て
日
本
文
化
を
本
格

的
に
紹
介
し
た
小
泉
八
雲
は
、こ
の「
塩

見
縄
手
」の
一
角
か
ら
日
本
で
の
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。世
界
に
向
け
て
、

「
国
民
国
連
」の
旗
を
掲
げ
る
の
に
最
も

ふ
さ
わ
し
く
、
研
究
所
が
掲
げ
る「
八

雲
立
つ
日
本
・
出
雲
か
ら
陽
が
昇
る
」

を
端
的
に
示
す「
聖
地
」に
な
る
と
言
え

よ
う
。

小
松
理
事
長
は
今
、「
加
害
国
で
人

類
初
の
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に

よ
る
敗
戦
国
の
立
場
を
受
け
止
め
、
世

界
人
類
の
未
来
を
拓
く
役
割
を
果
た
す

時
が
来
た
」と
い
う
。
こ
の
構
想
に
賛

同
、
現
実
化
を
目
指
す
政
党
の
誕
生
が

待
た
れ
る
。
２
０
０
９
年
、
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
記
念
し
て
３
０
０
０
年
の

中
国
の
叡
智
の
中
か
ら
、「
平
和
・
環
境
・

健
康
」に
的
を
絞
り
、
巻
頭
に
出
雲
大

社
宮
司
の『
幸
魂
・
奇
魂
』の
書
を
い
た

だ
い
た
、『
中
国
古
典
名
言
録（
中
・
日
・

韓
・
英
４
カ
国
語
）』を
出
版
し
て
い
る
。

『
対
立
か
ら
共
生
へ
―
小
松
昭
夫
の「
和

の
文
化
」の
理
念
と
実
践
』（
張
可
喜
・

魏
亜
玲
共
著
）に
続
き
、
２
０
１
８
年

１
月
、
京
セ
ラ
の
稲
盛
和
夫
氏
の
書
籍

を
出
版
し
、
３
０
０
万
部
を
販
売
し
た

人
民
東
方
出
版
伝
媒
有
限
公
司（
王
麗

娜
氏
担
当
）か
ら
小
松
電
機
産
業
の『
経

営
理
念
手
帳
』と『
経
営
の
道
』が
発
刊

さ
れ
る
。
今
ま
で
の
活
動
で
生
ま
れ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
研
究
所
の
提
唱
す

る
平
和
事
業
が『
究
極
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
』を
起
こ
し
、
新
し
い
３
本
柱
が

確
立
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

共
和
国
に
よ
る
島
根
県
・
広
島
県
・
高
知

県
の
上
空
通
過
予
告
、
中
国
に
と
っ
て

１
７
５
年
前
の
屈
辱
の
地
・
福
建
省
ア

モ
イ
市
で
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
も
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
、
新
興
5

カ
国（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）首
脳
会
議
で
の

「
一
帯
一
路
構
想
」発
表
に
合
わ
せ
た
共

和
国
の
水
爆
実
験
、
島
根
県
出
身
の
竹

下
亘
・
自
民
党
総
務
会
長
の
広
島
で
の

発
言
で
、
世
界
的
に
島
根
へ
の
注
目
が

高
ま
り
、「
こ
の
地
か
ら
国
民
国
連
構

想
を
発
表
す
る
時
が
来
た
」と
語
る
。

小
松
理
事
長
は
２
０
１
４
年
6
月
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ

た
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史

没
後
1
0
0
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

に
お
い
て
、日
独
英
の
3
カ
国
語
で「
成

果（
結
果
）＝
考
え
方（
－
∞
～
０
～
＋

∞
）×
熱
意（
０
～
１
０
０
）×
能
力（
０

～
１
０
０
）」と
い
う
演
題
で
講
演
し
、

第
１
号
ズ
ッ
ト
ナ
ー
賞
を
受
け
た
。
こ

れ
は
、稲
盛
和
夫
氏
の
人
生
方
程
式（
考

え
方
が「
－
１
０
０
～
１
０
０
」に
な
っ

て
い
る
）、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
爆
発

的
普
及
、
国
際
分
業
の
進
展
、
世
界
最

大
福
島
原
発
事
故
、
日
本
最
大
出
力
島

根
原
発
３
号
機
完
成
、
朝
鮮
半
島
危
機

の
深
刻
化
を
き
っ
か
け
に
、
究
極
の
当

事
者
意
識
の
覚
醒
か
ら
確
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
国
民
国
連
構
想
が
生
ま
れ

た
原
点
も
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。



2017 年 9 月 10 日  22:14  本澤二郎 
近来にないヒット作品！ 
製造メーカーが、平和事業を組み込んでいる共生ビジネスは、恐らく日本のみならず世界的に稀有なこ

とだと思いますが、そうした流れがよく浮き彫りにされた特集企画だと思います。「財界にっぽん」にと

っても、初めての企画特集のはずです。しかも、小松電機の国際化を印象付けた内容ですよ。第二の小

松電機の誕生を予想させます。また、こうした雑誌編集にしても、前例がありませんし、話題を呼ぶと

思います。名刺代わりに最適ですね。 
思索する小松さんの執念の賜物です。 
 
 
2017 年 9 月 12 日 11:15  本澤二郎 
見事な文章と構成に脱帽です。日本の企業のあるべき姿を象徴する実績と成果に敬意を表します。 
平和産業かくあるべし、戦争屋・死の証人の財閥、東芝・三菱の衰退を裏付ける素晴らしい成果を、日

本と世界に伝える内容にも感謝します。 
実に時宜を得た企画だったと自画自賛したいです。 
交易場・岡部ご両人に対して、本当にご苦労様と言わせてもらいます。 
あとは、これの有効活用が期待されます。それにしても、よく頑張った小松さんの、時代を見抜いた事

業と平和運動でした。あとに続く起業家を期待したいものですね。 
 
 
2017 年 9 月 12 日 10:50  日本ビジネスインテリジェンス協会理事長 中川十郎 
小松社長のすばらしい経営理念と平和構築構想に感銘を受けました。 
BIS 会員 200 名にも社内限りで回章しました。 
原発禁止運動への御寄附深謝申し上げます。 
よろしくお礼をお伝え下さい。 
 
 
2017 年 9 月 13 日 11:38  島根大学名誉教授 中村新一郎  
「財界日本」の特集記事をお送り頂き感謝です。このような総括記事が出たことは、今後の「小松昭夫

研究」にとって画期的なことだと思います。ご苦労も多かったと思いますが、本当に良かったですね。

おめでとうございます。 
ピーター博士とロレマさんに短いメールを付けて、私から転送しておきました。 
 
 
  

2017 年 9 月 13 日 14:12  米子プリント社 難波会長 
いつもお世話になります。 
この号が出ると大反響でしょうね。 
今の、危ない世界情勢に、ピッタリの解決策だと思います。 
後で、ゆっくり読みます、ありがとうございました。 
 
 
2017 年 9 月 16 日 12:55 ピーター博士 
メールと添付文書を有難うございました。 
表紙を飾った小松社長の素晴らしい写真と、イラストや写真が沢山付いた長い特集記事を拝見して、大

変嬉しく思いました。 
特集に興味を持ちそうな日本人を知っていますので、彼らに転送してあげるつもりです。 
小松さんに、私からの”おめでとう”をぜひお伝えください。手術の後、完全に快復なさっている、あ

るいは完全に快復なさりつつあることを願うのみです。 
敬具 
ピーター・バン・デン・デュンゲン 
 
＜原文＞ 
Thank you very much for your mail, with attachment. 
I was delighted to see Mr. Komatsu's beautiful photograph on the front cover of the magazine, and 
the long, illustrated article inside. 
I will forward it to a number of Japanese friends who will appreciate also seeing this. 
Please convey my congratulations and best regards to Mr. Komatsu; I hope he is fully recovered now, 
or well on the way. 
With best wishes, 
Peter van den Dungen 
 
 
2017 年 9 月 17 日 8:20  元スイス大使 村田光平 
大変興味深く読ませていただきました。 
提唱されるヴィジョンは縄文文明を源泉とする日本の和の母性文化に立脚するものであり、「国民国連」

には力の父性文化に立脚する世界の主流（４４０基余の原発を容認）の変化を迫る姿勢が看守されます。 
破局に向かう現在の父性文明から母性文明への転換を訴えている立場から、小松社長のご健闘を心から

お祈り致します。 
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2017 年 9 月 18 日 13:45  イップ常子 
ご連絡ありがとうございます。 
財界にっぽん 創刊 49 周年 11 月号を拝読させていただきました。 
社長様の過去から現在に至るご活躍には本当に称賛いたします。 
今後のご活動を楽しみに、増々のご発展をお祈りいたしております。 
オーストリアの皇太子フランツ・フェルディナンドがサラエボで 1914 年に暗殺され、それが引き金とな

り、第一次世界大戦が勃発。しかしその暗殺の 1 週間前に「次の戦争は世界的に大きな戦争になる」と

叫びながら、ウィーンで他界されたベルタ・フォン・ズットナー。来年は第一次世界大戦終結 100 周年

です。その足跡を辿ってサラエボに来週から出かけます。 
「戦争なき平和な世界を」と訴えたベルタ・フォン・ズットナー、「世界平和」と刻まれた広島被爆石が

ウィーン市16区の区役所前広場に今もそびえ、市民の心に何かを感動させるものが沸いている今日です。 
また今年はマリア・テレージア生誕 300 年ですが、彼女は君主になってから、どうすれば国民を幸福に

できるか。国民のために役立ちたい、人々に平和な楽しい人生を送ってもらいたい。世界を平和にした

いと心から願っていた君主です。そして、人間自然科学研究所では社会問題を経営資源に進化する「平

和事業」まさに現在のマリア・テレージアのポリシーと思います。 
11 月には上記の資料などをもとに是非「平和」をテーマとして講演させていただければと思います。 
どうぞよろしくお願いいたします。 
 
Ipp 常子 
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特別寄稿／無能と嘘で国家信用を破壊した自公体制の罪と罰
特別企画 企業探訪／小松電機産業・人間自然科学研究所の軌跡とポリシー
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